
こ
ん
に
ち
わ

。
開
店

と
同
時
に
待
ち
兼
ね
た
よ
う
に

訪
れ
る
常
連
客
。
近
く
の
市
営

八
幡
屋
住
宅
な
ど
に
住
む
高
齢

者
が
目
立
ち
ま
す
。
天
井
の
高

い
脱
衣
場
か
ら
広
々
と
し
た
浴

場
へ
入
る
と
、
た
っ
ぷ
り
の
湯

を
湛た

た

え
た
主お

も

湯ゆ

が
。
奥
に
は
岩

風
呂
や
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂
、薬
湯
、

水
風
呂
、
サ
ウ
ナ
も
。
立
ち
込

め
る
湯
気
の
間
か
ら

（
一
番

風
呂
は
）
最
高
の
贅ぜ

い

沢た
く

や

と

男
性
の
声
が
響
き
ま
す
。

◆
長
時
間
重
労
働
の
日
々

八
幡
屋
商
店
街
か
ら
南
へ
百

数
十

に
位
置
す
る
こ
の
温
か

な
空
間
を
守
り
続
け
る
の
は

い
ら
っ
し
ゃ

い

と
笑
顔

で
番
台
か
ら
客
を
迎
え
て
い
た

石
川
忠た

だ

秀ひ
で

さ
ん

。
妻
の
利と

し

江え

さ
ん

と
パ
ー
ト
女
性
が

こ
れ
を
支
え
ま
す
。

忠
秀
さ
ん
は
正
午
す
ぎ
か
ら

濾ろ

過か

装
置
や
温
水
器
（
廃
湯
の

熱
を
再
利
用
し
て
水
を
温
め
る

装
置
）、ボ

罐イ
ラ

なー

ど
を
稼
働
さ
せ
、

開
店
後
は
利
江
さ
ん
と
交
替
で

番
台
に
座
り
、
湯
温
調
整
も
し

な
が
ら
二
十
四
時
ま
で
営
業
。

閉
店
後
は
夫
婦
で
浴
場
の
清
掃

に
か
か
り
、
床
に
就つ

く
の
は
三

時
か
四
時
。
加
え
て
大
阪
府
浴

場
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
の
役

員
で
あ
り
五
年
前
か
ら
は
港
支

部
長
も
務
め
る
忠
秀
さ
ん
は
、

月
に
半
分
以
上
を
組
合
の
会
合

や
各
種
団
体
活
動
に
出
席
。
行

政
支
援
に
も
時
間
を
割さ

き
、
妻

に
は
随
分
負
担
を
か
け
て
い
ま

す

と
苦
笑
い
し
ま
す
。

◆
父
の
後
を
継
い
で

入い
り

船ふ
ね

温
泉
は
昭
和
三
十
五

年
、
先
代
の
故
忠た

だ

松ま
つ

さ
ん
（
大

正
十
三
年
石
川
県
生
ま
れ
）
が

前
経
営
者
か
ら
買
い
取
っ
て
開

業
。
同
五
十
五
年
、
忠
松
さ
ん

の
体
調
不
良
を
機
に
息
子
の
忠

秀
さ
ん
が
十
二
年
間
勤
め
た
商

社
を
退
職
し
て
後
を
継
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
三
回
の
大
改

家風呂あっても雨の日も

根づよいファンに支えられ
装
を
行
な
い
、
燃
料
は
薪ま

き

か
ら

石
油
、
ガ
ス
へ
。
十
一
年
前
に

は
巨
費
を
投
じ
て

環
境
に
優

し
い

ガ
ス
罐ボ
イ

をラ
ー

購
入
、
値
段

な
ど
が
不
安
定
な
石
油
か
ら
の

脱
却
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
小
学
校
区
に
一
軒
必
要

と
は
い
え
、
か
つ
て
は
月
二

回
の
夜
店
が
出
る
な
ど
賑
わ
っ

た
こ
の
界か

い

隈わ
い

も
、
今
で
は
集
客

施
設
と
い
え
ば
こ
の
浴
場
と
コ

ン
ビ
ニ
く
ら
い
。
近
く
の
市
営

住
宅
が
内う

ち

風
呂
の
あ
る
高
層
に

建
て
替
え
ら
れ
て
い
く
の
も
利

用
者
減
に
追
い
討
ち
を
か
け
ま

す
。
地
域
活
性
化
の
た
め
、ま

た
高
齢
者
な
ど
の
生
き
が
い
の

場
と
し
て
各
小
学
校
区
に
一
軒

は
必
要
。
行
政
に
は
そ
の
た
め

の
支
援
策
を
求
め
た
い
。忠
秀

さ
ん
の
声
に
力
が
籠こ

も

り
ま
す
。

◆
我
が
家
み
た
い
な
場

そ
ん
な
苦
境
を
支
え
て
く
れ

る
の
が
根
強
い
銭
湯
フ
ァ
ン
。

家
風
呂
が
あ
っ
て
も
週
三
回
は

来
る
と
い
う
窪く

ぼ

田た

幸こ
う

一い
ち

さ
ん

（
南
朝
潮
コ
ー
ポ
）
は

こ

こ
は
清
潔
や
し
、
主
人
も
奥
さ

ん
も
気
さ
く
。
銭
湯
は
人
生
の

楽
し
み
の
一
つ
や

。
浜
田
敏

枝
さ
ん

と
川か

わ

涯ぎ
わ

恵
美
子
さ

ん

も
市
営
池
島
住
宅
か
ら

通
い
続
け
て
十
五
年
。

こ
こ

は
知
っ
て
る
人
ば
か
り
で
我
が

家
み
た
い
。
雨
降
り
で
も
毎
日

来
ま
す

。

女
湯
か
ら
も
男
湯
か
ら
も
絶

え
な
い
笑
い
声
。
ほ
ん
わ
か
ム

ー
ド
が
湯
気
と
共
に
師
走
の
寒

空
へ
溢
れ
出
て
い
く
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。

入
船
温
泉
メ
モ

八
幡
屋
二

一
〇

一
七
、

六
五
七
三

二
〇
八
七
。
十
四
時
四
十
分

二
十
四
時
営
業
。火
曜
定
休
。

日
曜
朝
風
呂
は
七
時
か
ら
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で

も
あ
る
銭
湯
。
脱
衣
場
で
は
馴

染
み
客
と
の
他
愛
な
い
話
に
花

が
咲
く
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

雨
で
も
毎
日
入
り
に
来
る

と
い
う
女
性
グ
ル
ー
プ
に
話
し

か
け
ら
れ
る
忠
秀
さ
ん
。
番
台

に
は
夫
人
と
交
替
で
座
る

銭湯は最高の贅沢や と笑顔の
常連客。広い湯舟では家風呂の３
倍の 波が出ることが立証ずみだ

●…… １ ……●

区
老
連

熟
年
パ
ワ
ー
が
高
水
準
の
歌

唱
と
な
っ
て
炸さ

く

裂れ
つ

。
十
二
月

八
日
、
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
た
年
末
恒
例

年
忘
れ

カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
港
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
に
は
区

内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
精
鋭

シ
ン
ガ
ー
が
出
場
。
日
ご
ろ
鍛

え
た
喉の

ど

を
披
露
し
、
会
場
を
熱

気
で
包
み
ま
し
た
。

原
田こ

壽と
じ

会
長
の
挨
拶
、
区
老

連
女
性
部
の
ピ
ア
ニ
カ
演
奏
な▼

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
歌
唱
に
熱
い

声
援
が
飛
ん
だ

年
忘
れ
カ

ラ
オ
ケ
大
会
（
写
真
は

北

陸
ひ
と
り
旅

を
熱
唱
す
る

荒
木
和
代
さ
ん
）

ど
の
後
、楠
本
フ
デ
子
さ
ん（
弁

天
寿
楽
会
）
の

女
の
港

を

皮
切
り
に
熱
戦
が
ス
タ
ー
ト
。

三
十
二
人
が
次
々
と
マ
イ
ク
を

握
り
、
締
め
く
く
り
に
は
前
年

度
優
勝
・
大
原
重し

げ

徳の
り

さ
ん
（
三

先
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
と
プ
ロ
歌

手
・
藤
か
ほ
り
さ
ん
の
舞
台
が

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

審
査
員
に
よ
る
協
議
の
結

果
、
優
勝
は

天
城
越
え

を

歌
っ
た
新し

ん

堀ほ
り

美
恵
子
さ
ん
（
双

葉
会
）
。
準
優
勝
は

皆
の
衆

の
内
藤
直
行
さ
ん
（
天
寿
会
）
、

三
位
は

母

の
田
村
カ
ヲ
ル

さ
ん
（
若
竹
会
）
。
敢
闘
賞
に

は

人
生
夢
太
鼓

の
宮
地
良

蔵
さ
ん
（
第
一
市
岡
長
生
会
）
、

が
ん
ば
っ
た
で
賞

に
は

花

街
の
母
の
前
川
輝
子
さ
ん（
築

老
ク
ラ
ブ
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

♪
応
援
の
お
陰
と
優
勝
者

初
出
場
な
が
ら
透
明
感
あ
る

歌
声
で
地
を
這は

う
よ
う
な
女
の

情
念
を
歌
い
上
げ
、
見
事
優
勝

に
輝
い
た
新
堀
美
恵
子
さ
ん

（
池
島
）は
、
歌
う
だ
け
で
必
死

だ
っ
た
の
で
優
勝
と
聞
い
て
び

っ
く
り
。
天
城
越
え

を
選
ん

だ
の
は
双
葉
会
の
皆
さ
ん
が
勧

め
て
く
れ
た
か
ら
。
岡
田
会
長

や
矢
野
さ
ん
か
ら

メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
て

感
情
込
め
て

な
ど
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

居
酒
屋
で
も
家
で
も
繰
り
返
し

歌
い
込
み
ま
し
た
。
当
日
の
影

山
さ
ん
ら
の
踊
り
と
合
わ
せ
、

こ
う
し
た
会
あ
げ
て
の
応
援
の

お
陰
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す

と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

社
交
ダ
ン
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス

社
交
ダ
ン
ス
で
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
を

と
十
二
月
二
十
五

日
、恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ

が
弁
天
町
市
民
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ジ
オ
で
催
さ
れ

ま
し
た
。
社
交
ダ
ン
ス
同
友
会

み
な
と

と

社
交
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
矢
川
教
室

が
主
催
。

グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ズ

ブ

ラ
ジ
ル

な
ど
ム
ー
ド
た
っ
ぷ

り
の
曲
が
次
々
と
流
れ
る
中
、

区
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
男
女
が

思
い
思
い
に
ペ
ア
を
組
み
、
ワ

ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
な
ど
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
三
時
間
、
熱
く
軽

や
か
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま
し

た
。
中
盤
に
は
ワ
ル
ツ
や
タ
ン

ゴ
の
模
範
演
技
が
披
露
さ
れ

写
真
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ト
ー

ク
も
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

平
野
区
か
ら
来
た
六
十
代
女

性
は

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
き
っ

か
け
レ
ッ
ス
ン
か
ら
始
め
ま
し

た
。社
交
ダ
ン
ス
は
や
る
ほ
ど

に
奥
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
人
見
知
り
す
る
性
格
で
し

た
が
明
る
く
前
向
き
に
な
り
ま

し
た
。市
岡
か
ら
来
た
六
十
代

女
性
は

五
年
前
か
ら
矢
川
さ

ん
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

社
交
ダ
ン
ス
は
年
齢
や
体
力
に

関
係
な
く
楽
し
め
、
健
康
的
。

お
友
達
が
一
杯
で
き
ま
し
た
。

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
す

る
矢
川
富
子
さ
ん（
市
岡
）は
三

十
年
ほ
ど
前
か
ら

社
交
ダ
ン

ス
で
人
と
の
出
会
い
と
地
域
の

活
性
化
を

と
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

今
年
も
大
勢
の

方
に
参
加
し
て
頂
き
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
世
代
を

越
え
た
健
康
的
な
交
流
の
場
に

な
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
春
パ
ー
テ
ィ

一
月
二
十

二
日
（
日
）
十
三

十
六
時
、

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ジ
オ
で
。参
加
費
二
千
円
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
同
セ

ン
タ
ー
。

健
全
な
雰
囲
気
が
印
象
的
だ
っ
た

社
交
ダ
ン
ス
同
友
会
み
な

と

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
矢
川
教
室

の

マ
ス
パ
ー
テ
ィ

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

一
月
二
十
一
日

（
土
）
東
京
江
戸
川
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
でじ

杖ょ
う

道ど
う

講
習
会
参
加

予
定

一
月
二
十
二
日
（
日
）

正
午
か
ら
大
丸
心
斎
橋
劇
場
で

開
催
の
関
西
演
芸
協
会
の
催
し

に
出
演
予
定

一
月
二
十
九
日

（
日
）
港
民
主
商
工
会
の
催
し

に
出
演
予
定

男
の
夢
十
二

代

人
生
荒
野
好
評

六

五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

二
月
二
十
九
日

（
水
）
世
界
館
（
波
除
６
）
で

ケ
ー
ブ
ル

番
組
収
録
ラ
イ

ブ
予
定

三
月
二
十
日（
火
祝
）

通
天
閣
歌
謡
劇
場
で
ソ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス

ト
予
定

六
五
七
六

六
六

一
五
オ
フ
ィ
ス

。

藤かほりさん

青木美香子さん
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